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今回,わ れわれ はBRONJ4症例 に対する長



















学療法(MP療 法)を 行っている。合併症 として
腰椎圧迫骨折が生 じたためゾメタ静注を受けてい
る。





側第1大 臼歯近心根,第2小 臼歯 を抜歯 した。そ
の後,治 癒不全にて当科紹介となった。
現症:抜 歯窩に骨の露出がみられ,周 囲歯肉に









悪 を繰 り返 し,初診 より2年経過 した現在も口腔
内に骨露出を認め,その範囲は拡大 している。エ ッ














線治療 および ゾメタ静注(平 成19年9月～平成
20年10月)を受けたとの こと。
現病歴:平 成20年11月頃よ り下顎右側歯肉の










の透過像 は下顎下縁近 くまで達 していたためス
テージ3と判断した(写 真3a)。
処置および経過:抗 菌薬の投与と局所洗浄 を行
うも症状は増悪,緩 解を繰 り返 した。前立腺癌に
対する化学療法およびそれに伴 う白血球減少のた
め入退院を繰 り返 してお り,BRONJに対する外
科治療 は希望 しなかった。平成21年l0月,病的








め化学療法および ゾメ タ静注(平 成18年10月～
平成19年9月)を受けたとのこと。
現病歴:平 成20年2月,下 顎左側第2小 臼歯
の頬側歯肉に腫脹 を自覚 し,近医歯科にて消炎を
行 うも再発を繰 り返すため,平 成20年7月に同
歯 を抜歯 したが,癒 痛の範囲は拡大 したため同年
8月に下顎左側第1大 臼歯も抜歯した。その後 も
癒痛が持続 したため紹介により当科初診 となった。






















にて腐骨の形成 と分離 を認めたため(写 真4b),
平成21年3月,局 所麻酔下に腐骨除去 および下
顎左側犬歯の抜歯を行った。腐骨除去は米国口腔
外科学会の指針に準 じて行い,腐 骨 に徐々に動揺
を与えることにより摘出し正常骨 を露出 させない
よう配慮 した(写 真5a,b,c)。術後,一 時期 は
症状消失 した(写 真5d)が 同年5月 より再度症
状出現 した。洗浄および投薬にて経過観察 とした
がエ ックス線写真において新たな腐骨の形成,分
離 を確認 したため(写 真4c,d),同年;0月全身
麻酔下に腐骨除去術,骨 掻爬術,お よび下顎右側











を行っている。肋骨,脊 椎,大 腿骨頭,骨 盤に骨
病変 を認めたため,ア レデ ィア静注(平 成16年
12月～平成18年4月)450mgおよび ゾメタ静注
(平成18年12月～平成20年4月)44mgを受けた







現病歴:平 成20年3月頃,数 本 の歯が自然脱













臼歯,左 側第1大 臼歯,下 顎左側第1,第2小 臼
歯の抜歯を施行 した。腐骨および露出骨の周囲骨
を一層削合 し,創 は完全閉鎖創 とした(写 真8)。
術後3日 目,部分的な移開を認めたためサージカ
ルシーネを装着 した。術後17日目,移 開部の上










は進 行 した。 米 国 口腔 外 科 学 会Rposition









症例3で はBP使 用から2回 目の外科治療 まで




























のため症例1,2の ように病状,全 身状態か ら積
極 的 なBRONJの治療 を行 えない症例 も多い。








過 して いるBRONJ症例 については表層だけの
デブリー トマンと正常骨を露出させない壊死骨除
去 にとどめるのではなく,周 囲の正常骨 を含めて
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